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たきざわインフォメーション
市政情報やイベントなど生活に役立つ情報をお知らせします

●問い合わせ　総務課（☎656－ 6558）

職員給与の公表

　
職
員
の
給
与
は
国
や
県
の

制
度
に
準
拠
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
そ
の
一
部
を
皆
さ
ん

に
紹
介
し
ま
す
。

住民基本台帳人口
（令和７年１月１日現在）

歳出額
Ａ

人件費
Ｂ

人件費率
（Ｂ /Ａ）

54413 人 228 億 8191 万 6 千円 29 億 8176 万 8 千円 13.0%

●人件費（令和６年度普通会計決算）

職員数
Ａ

給与費 １人当たり
給与費（Ｂ /Ａ）給　料 職員手当 計　Ｂ

320 人 11 億 5098 万 1 千円 11 億 5701 万 1 千円 23 億 799 万２千円 721 万２千円

●職員給与費（令和６年度普通会計決算）

※給与費には特別職などに支払われる報酬などを含んでいません。職員手当には退職手当を含んでいません。

区　分
一般行政職 技能労務職

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢
市 31 万 3648 円 40.1 歳 32 万 5637 円 51.1 歳
国 33 万 2237 円 41.9 歳 29 万 4567 円 51.3 歳

●職員の平均給料月額など（令和７年4月 1日現在）

区　分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級
代表的な
職　務

主　事
技　師 主　任 主　査 主任主査 総括主査 課　長 部　長

職員数 48 人 48 人 67 人 18 人 38 人 31 人 9 人
構成比 18.5% 18.5% 25.9% 6.9% 14.7％ 12.0% 3.5%

●一般行政職の級別職員数（令和７年4月 1日現在）

一般行政職 18 万 8 千円

●初任給基準額（高校卒）
（令和７年 4月 1日現在）

※国と同じ額です。

支給実績 １億 251 万 7260 円
職員１人当たり
平均支給年額 36 万 2252 円

●時間外・休日勤務手当
（令和６年度普通会計決算）期末・勤勉手当支給割合

区　分 期末手当 勤勉手当
6月期 1.250 月分 1.010 月分
12 月期 1.250 月分 1.010 月分
計 2.500 月分 2.020 月分

●期末・勤勉手当（令和６年度）

※職制上の段階、職務の級などによる加算措
置があります。

●特別職の報酬など（令和７年4月 1日現在）

退職手当支給率
区　分 自己都合 勧奨・定年
勤続 20年 19.6695 月分 24.586875 月分
勤続 25年 28.0395 月分 33.27075 月分
勤続 35年 39.7575 月分 47.709 月分
最高限度 47.709 月分 47.709 月分

その他加算額
定年前早期退職特例措置　３～ 45％

●退職手当（令和６年度）

※国と同じ支給率です。

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度
97.0 96.4 95.8 96.4 96.9

●ラスパイレス指数（各年度４月１日現在）

採用 退職
15 人 18 人

●職員の採用・退職状況（令和６年度）

●特殊勤務手当（令和６年度普通会計決算）
職員全体に占める手当支給職員の割合 3.31％
支給職員１人当たり平均支給年額 1 万 9333 円

手当の種類 5 種類（徴収手当など） 扶養手当

　扶養親族のある職員に支給しています。
　配偶者　　　　　月額  6500 円
　子　　　　　　　月額  １万円
　父母など　　　　月額  6500 円
※満 16 歳から満 22 歳までの子については１人
につき 5 千円加算

通勤手当

　片道２km 以上の通勤距離で、バスなどの交
通機関や自動車などの交通手段を使って通勤す
る職員に支給しています。
　交通機関（バスなど）　　月額上限５万５千円
　交通手段（自動車など）　月額上限 3 万 1600 円

住居手当
　住宅などを借り受け、月額１万６千円以上の
家賃を支払っている職員に支給しています。
　借家など　月額上限 2 万８千円

●扶養・通勤・住居手当（令和６年度）

※再任用職員と任期付職員、割愛による採用職員を含んでいます。

※人件費には特別職などに支払われる報酬などを含んでいます。

※詳細については、市ＨＰの組織概要の中「支出・給与・人事」で
公表しています。

区　分 報酬等月額 期末手当支給割合
市長 77 万３千円

  6 月期  1.725 月分
12 月期  1.725 月分
　　  計  3.450 月分

副市長 63 万４千円
教育長 59 万４千円
議長 41 万１千円

副議長 35 万２千円
議員 32 万９千円
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令
和
８
年
度
の
市
睦
大
学
受
講

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
趣
味
や

学
習
を
通
し
て
、
仲
間
の
輪
を
広

げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
対
象

　
市
内
に
住
む
お
お
む
ね
60
歳
以

上
の
人
で
、
自
分
で
講
座
に
通
う

こ
と
が
で
き
る
人
。

●
学
習
内
容

①
教
養
講
座

　
日
常
生
活
で
広
く
役
に
立
つ
知

識
や
教
養
を
身
に
付
け
る
た
め
の

講
座
で
す
。

②
趣
味
の
教
室

　
下
表
「
趣
味
の
教
室
一
覧
」
の

28
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

※�

申
し
込
み
人
数
が
少
な
い
教
室
は

開
催
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

睦
むつみ

大学で学んでみませんか

●
開
催
日
時

　
月
曜
日
と
水
曜
日
、
金
曜
日
の

午
前
10
時
～
正
午
（
開
催
曜
日
は

教
室
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

●
場
所

　
市
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
滝
沢
ふ

る
さ
と
交
流
館
、滝
沢
総
合
公
園
、

滝
沢
総
合
公
園
体
育
館
、
市
多
目

的
研
修
セ
ン
タ
ー
（
篠
木
）、ビ
ッ

グ
ル
ー
フ
滝
沢
の
い
ず
れ
か

●
諸
経
費

　
教
室
に
よ
り
教
材
費
な
ど
が
必

要
で
す
。
教
室
ご
と
に
傷
害
保
険

に
加
入
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
方
法

　
入
学
案
内
と
申
込
用
紙
は
、
次

の
施
設
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
申

込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

各
施
設
（
ビ
ッ
グ
ル
ー
フ
滝
沢
を

除
く
）
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
市
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
滝
沢
ふ
る
さ
と
交
流
館

・
北
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

・
東
部
出
張
所

・
滝
沢
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

・
東
部
体
育
館

・市
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー（
篠
木
）

・
滝
沢
総
合
公
園
体
育
館

・
ビ
ッ
グ
ル
ー
フ
滝
沢

●
そ
の
他

・
継
続
す
る
人
も
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。

・
睦
大
学
対
象
者
の
要
件
を
備
え

て
い
れ
ば
、
申
し
込
み
に
よ
り
入

学
で
き
ま
す
。
改
め
て
入
学
許
可

の
通
知
は
行
い
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ

　
詳
細
は
、
入
学
案
内
を
確
認
す

る
か
、
市
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
☎

６
８
４・
２
２
３
３
）
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

民
みんよう

謡 囲
い ご

碁
将
しょうぎ

棋 民
み ん ぶ

舞 歌
か よ う

謡 唱
しょうか

歌 大
たいしょうごと

正琴 水
すい ぼ く が

墨画 ダンス 卓
たっきゅう

球 編
あ

み物
もの

習
しゅうじ

字 生
い

け花
ばな

昔
むかしがた

語り グラウンド
ゴルフ ペン習

しゅうじ

字 絵
か い が

画 着
き つ

付け 能
のうめん

面 新
しん ぶ よ う

舞踊 太
たいきょくけん

極拳

文
ぶんがく

学 歴
れ き し

史 籐
とう ざ い く

細工 パッチ
ワーク 染

せんしょく

色 手
てじな
品 詩

し ぎ ん

吟 自
し ぜ ん く さ き

然草木
を楽しむ

◎表「趣味の教室一覧」

民  謡

新舞踊

習  字

ダンス


